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【研究成果の概要】 （ 文 字 の大 き さ 9 ポ イ ント ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度）  
 本研 究 で は , サ ツ マ イ モを 題 材 に , 中 学 校 家 庭科 に お け る「 蒸 し 」 と「 電 子 レ ンジ 」 の 比 較を 取

り 入れ た 調 理 実験 ・ 実 習 教材 を 開 発 し効 果 を 検 証す る こ と を目 的 と し , 以 下 2 点 に取 り 組 ん だ。  

研 究 １  サ ツ マ イ モ の 調 理 条 件 の 検 討  (令 和 7 年 5 月 ～ 令 和 8 年 3 月 ) 

サ ツマ イ モ （ べに は る か ）は 中 心 部 を直 径 4.0cm, 厚 さ 2.0±0.2 ㎝ , 重 量 26.0±0.5g の 輪 切 り に

成 形し た 。 加 熱条 件 は , 蒸 し加 熱 （ 10 分 , 12 分 , 20 分 , 30 分 , 40 分 , 50 分 , 60 分 , 80 分） , 電

子 レン ジ 加 熱 （ 500W, 60 秒 , 65 秒 , 70 秒 ） と し , 各 種 測 定 に用 い た 。 蒸し 調 理 時 の中 心 温 度 の 測 定

に は , コ ン パ クト サ ー モ ロガ ー （ AM-8000E） を 用い , 1 分 ご と に 温度 を 記録 し た 。糖 含 有 量 は , HPLC

（ LC－ 20AD） によ り , カ ラム （ Shodex, NH2P-50 ４ E） 温 度 40℃ , 移 動 相 CH 3CN/H 2O＝ 75/25 の 条件

で マル ト ー ス , フ ル ク ト ース , グ ル コー ス , ス クロ ー ス の 測定 を 行 っ た。 破 断 測 定 は , RHEONER Ⅱ

（ RE2-33005C）に て , く さび 型 プ ラ ンジ ャ ー , 圧 縮速 度 1 ㎜ /秒 で か た さ (Pa)の 測 定を 行 っ た 。官 能

評 価 は , 五味 識 別 訓 練 に 合格 し た パ ネ ル 9 名 に よる 分 析 型 官能 評 価 と し , 両 極 7 段階 採 点 法 によ り

「 色 」「 あ ざ や かさ 」「 や わら か さ 」「 しっ と り 感 」「甘 さ 」 の 5 項 目 を 尋 ねた 。 こ の 際の 試 料 は 蒸し

12 分 , 30 分 , 電子 レ ン ジ 500W60 秒 と した 。 統 計 解析 は , SPSSver.26 を 用い , 一 元 配置 分 散 分 析を

行 い , 事 後 検 定に は 等 分 散性 を 確 認 の上 , Tukey 法 あ るい は Games-Howell 法 を採 用 し た 。  

中 心 温 度 に つ い て , 試 料 は加 熱 開 始 後 7 分 で 90℃ を超 え , β -ア ミ ラ ー ゼが 活 性 化 す る 60～ 65℃

の 温度 帯 は 加 熱開 始 3 分 ～ 4 分 の 1 分 間 で あっ た 。糖 含 有 量 に つい て , マ ルト ー ス は 蒸し 加 熱 (10 分

～ 60 分 )に比 べ 電 子 レン ジ 加熱 で 有 意 に低 値 で あ った 。破 断 測 定 に つ い て , 硬 さ （ Pa） は 蒸 し 10 分 , 

12 分 , 20 分 に 比べ , 30 分 , 40 分 , 50 分 , 60 分 , 80 分 が有 意 に 低 値 で あ った 。 ま た , 電 子 レ ン ジ

500W60 秒は 蒸 し 10 分 , 12 分 , 20 分 と 同等 で あ り , 電 子 レ ン ジ 500W70 秒 は全 て の 試 料の 中 で 最 も高

値 であ っ た 。官 能 評 価 に つい て , 蒸 し加 熱 (12 分 およ び 30 分 )は 電 子 レ ンジ 加 熱 に 比べ , 有 意 に黄 色

く , や わ ら か く , し っ と りし て い て , 甘 い と 評 価さ れ た 。 また , 蒸 し 12 分 は 蒸 し 30 分 に 比 べ , 黄

色 く , あ ざ や かで あ る と 評価 さ れ た 。以 上 よ り , 蒸 し 12 分 と電 子 レ ン ジ 500W60 秒 の甘 味 の 差 は十

分 に識 別 可 能 であ り , こ れら は 家 庭 科の 授 業 時 間内 で 実 施 可能 な 条 件 と考 え ら れ た。  

研 究 ２  中 学 生 を 対 象 と し た 授 業 の 実 践 と 評 価  (令 和 7 年 2 月 ～ 令和 8 年 3 月 ) 

2025 年 2 月 に A 中 学 校 の 生 徒 108 名 を対 象 に , サ ツマ イ モ を 用い た 蒸 し 調理 に 関 す る 1 時 間 の 調

理 実習 を 行 っ た。 授 業 は 蒸し 調 理 の 方法 と 特 徴 を理 解 す る こと を ね ら いと し , 電 子レ ン ジ 調 理と の

比 較を 行 う 活 動を 取 り 入 れた 。 加 熱 条件 は , 蒸 し調 理 （ 10 分 , 40 分 ） に電 子 レ ン ジを 加 え た 3 条 件

と した 。 授 業 の終 末 で ワ ーク シ ー ト を回 収 し , 記 載内 容 を 分 析す る こ と によ り 評 価 した 。 ワ ー クシ

ー トに は 食 味 評価 の 結 果 と学 習 を 通 じて 気 づ い たこ と を 記 載す る 欄 を 設け た 。 食 味評 価 は 「 色 」「 や

わ らか さ 」「 甘 さ」「 し っ とり 感 」「 飲 み込 み や す さ 」「 総 合 評 価」 に つ い て順 位 法 で 回答 を 求 め た。  

生 徒の 食 味 評 価で は , 蒸 し調 理 （ 10 分 お よ び 40 分 ） は電 子 レ ン ジ に 比 べ , 有 意 に あざ や か で , や

わ らか く , 甘 く , し っ と りし て い て , 飲 み 込 み やす く , 好 まし い と 評 価さ れ た 。 また , 蒸 し 40 分 は

蒸 し 10 分 に 比 べ , 有 意 に あざ や か で , や わ ら か いと 評 価 さ れた 。 自 由 記述 で は , 「 (電 子 レ ン ジ調

理 では )水 分 が 飛ん だ 感 じ で、 乾 燥 し て、 比 較 的 硬い 歯 ご た え」 , 「 長 く蒸 す ほ ど しっ と り や わら か

く なり , 甘 さ も増 し , 色 も濃 く な り まし た 。」 な どが み ら れ , 調 理 法 の 違い に よ っ て食 味 が 異 なる こ

と に気 づ い た 様子 が 読 み 取れ た 。 さ らに , 「 今 後家 で い も を作 る 時 は , ス ピ ー ド や求 め る 甘 さを 考

え て調 理 方 法 を変 え て い きた い 。」 な ど家 庭 で の 実践 を 展 望 した 記 述 が 28 人 (25.9%), 「 他 の 調理 器

具 をつ か っ た らど う な る のだ ろ う か と疑 問 に 思 った 。 (例 え ば , オ ー ブ ンと か グ リ ル , 圧 力 鍋 と

か )」な ど , さ らに 工 夫 し たい こ と に 関す る 言 及 が 19 人 (17.9%)で み ら れた 。 以 上 より , 生 徒 は電 子

レ ンジ に 比 べ 蒸し 調 理 で はサ ツ マ イ モの 甘 味 が 増す こ と を 実感 で き た こと が 明 ら かに な っ た 。加 え

て , 本 実 践 が 学ん だ こ と を実 践 し よ うと す る 態 度の 育 成 に も寄 与 し た こと が 示 唆 され た 。  

【研究成果発表方法】 

1)  蒸し調理特性を科学的に理解する中学校家庭科授業用試料の検討, 曽矢麻理子, 星野

亜由美, 佐々木郁翔, 不殿彩加, 大西峰子, 中岡加奈絵, 菊地英明, 日本家政学会第

78 回大会, 2026 年 5 月 24 日（ポスター発表） 

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 


